
  

 

 
 

 

日
本
平
和
大
会
が
１１
月
８
日
、
９

日
沖
縄
県
内
で
開
催
さ
れ
、
大
阪
か

ら
は
３１
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

【
座
り
込
み
連
帯
行
動
】 

参
加
者
は
８
日
の
午
前
と
午
後
、

米
軍
嘉
手
納
基
地
と
瀬
嵩
の
浜
か
ら

の
辺
野
古
基
地
建
設
状
況
の
視
察
を

し
た
後
、
キ
ャ
ン
プ
・
シ
ュ
ワ
ブ
の
ゲ

ー
ト
前
テ
ン
ト
村
で
座
り
込
み
連
帯

行
動
を
行
い
ま
し
た
。
瀬
長
和
男
・
沖

縄
県
統
一
連
事
務
局
長
か
ら
「
ダ
ン

プ
が
減
り
、
船
に
よ
る
土
砂
の
搬
入

が
増
え
て
い
る
。
県
内
の
土
砂
で
は

と
て
も
足
り
ず
、
全
国
か
ら
土
砂
を

集
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
外
来
生

物
の
加
熱
処
分
を
う
た
う
〝
外
来
生

物
侵
入
防
止
条
例
〟
が
桎
梏
に
な
っ

て
い
る
。
安
倍
政
権
は
埋
め
立
て
工

事
が
進
ん
で
い
る
よ
う
に
言
っ
て
い

る
が
、
ま
だ
１
・
４
％
し
か
進
ん
で
い

な
い
と
の
学
者
の
分
析
も
あ
る
。
座

り
込
み
も
含
め
全
国
か
ら
支
援
を
お

願
い
す
る
」
と
訴
え
が
あ
り
ま
し
た
。 

             

    

【
開
会
集
会
】 

夜
は
豊
見
城
市
中
央
公
民
館
で
開

会
集
会
。 

最
初
に
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
が
、
首

里
城
の
復
旧
・
復
興
を
訴
え
た
後
、
日 

米
政
府
に
対
し
２
月
の
県
民
投
票
で 

示
さ
れ
た
「
辺
野
古
埋
め
立
て
反
対
」 

の
県
民
の
民
意
を
尊
重
し
、
辺
野
古

基
地
建
設
断
念
と
普
天
間
飛
行
場
の

危
険
性
除
去
・
早
期
返
還
を
求
め
て

い
く
」
と
連
帯
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
沖
縄
県
選
出
の
赤
嶺
政
賢

日
本
共
産
党
衆
院
議
員
、
参
院
会
派

「
沖
縄
の
風
」
の
高
良
鉄
美
議
員
、
伊

波
洋
一
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
「
沖
縄
の

基
地
は
戦
争
中
の
私
有
地
没
収
を
禁

じ
た
〝
ハ
ー
グ
陸
戦
条
約
〟
に
違
反

し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
。
国
際
法
違

反
の
〝
米
軍
基
地
は
返
せ
〟
の
運
動

を
す
す
め
よ
う
」「
英
国
軍
の
犯
罪
を

裁
け
な
い
こ
と
か
ら
独
立
に
至
っ
た

の
が
米
国
。
そ
の
米
国
が
日
米
地
位

協
定
で
占
領
軍
の
よ
う
に
ふ
る
ま
っ

て
い
る
。
地
位
協
定
の
見
直
し
を
す

す
め
よ
う
」「
住
民
無
視
で
宮
古
島
を

弾
薬
庫
建
設
な
ど
軍
事
基
地
化
し
よ

う
と
し
て
い
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。 

最
後
に
草
の
根
の
交
流
。
普
天
間

飛
行
場
近
く
の
保
育
園
に
子
ど
も
を

通
わ
す
二
人
の
お
母
さ
ん
は
、「
子
ど

も
は
上
空
を
飛
ぶ
米
軍
機
か
ら
の
落

下
物
と
騒
音
に
怯
え
て
い
る
の
に
日

本
政
府
は
何
も
し
な
い
」
、
防
衛
大
の

人
権
侵
害
裁
判
を
た
た
か
っ
て
い
る

被
害
者
の
お
母
さ
ん
は
「
人
権
侵
害

の
ま
ん
延
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、

裁
判
で
息
子
へ
の
い
じ
め
を
断
罪
で

き
な
か
っ
た
の
は
く
や
し
い
」
と
訴

え
ま
し
た
。 

【
日
韓
連
帯
・
国
際
シ
ン
ポ
】 

 

９
日
の
午
前
は
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、
分
科
会
、
動
く
分
科
会
。 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
ー
マ
は
「
日

韓
市
民
の
連
帯
で
非
核
平
和
の
北
東

ア
ジ
ア
を―

軍
事
同
盟
で
な
い
未
来

の
選
択
」
。 

最
初
に
韓
国
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の

オ
・
ヒ
ェ
ラ
ン
さ
ん
（
平
和
と
統
一
を

開
く
人
々
〔
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
〕
執
行
委
員

長
）
は
「
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
と
平
和

協
定
の
締
結
、
日
本
の
軍
国
主
義
的

な
対
外
膨
張
政
策
の
阻
止
の
三
つ
は
、

朝
鮮
半
島
の
〝
平
和
と
繁
栄
、
統
一

〟
の
た
め
に
も
、
日
本
が
日
帝
時
代

の
侵
略
戦
争
と
植
民
地
支
配
を
反
省

し
東
ア
ジ
ア
の
国
々
と
友
好
善
隣
関

係
を
結
び
、
名
実
と
も
に
ま
と
も
な

国
家
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
た
め
に

も
、
一
番
重
要
な
課
題
だ
。
今
、
日
韓

の
平
和
運
動
団
体
間
の
団
結
と
連
帯

が
何
に
も
ま
し
て
切
実
に
求
め
ら
れ

て
い
る
」
と
報
告
。
琉
球
大
助
教
の
亀

山
統
一
さ
ん
は
「
全
国
知
事
会
で
の

日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
合
意
な
ど

〝
オ
ー
ル
沖
縄
〟
の
運
動
こ
そ
、
地

方
自
治
の
最
新
・
最
高
の
実
践
例
で

あ
り
、
新
基
地
反
対
の
世
論
と
運
動

は
や
ん
ば
る
の
自
然
を
丸
ご
と
守
る

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
し
、
持
続

可
能
な
社
会
づ
く
り
だ
」
と
報
告
。
川

田
忠
明
日
本
平
和
委
員
会
常
任
理
事

は
、
徴
用
工
問
題
を
め
ぐ
る
誤
っ
た

議
論
を
批
判
し
、「
徴
用
工
問
題
の
本

質
は
国
民
徴
用
令
（
１
９
３
９
年
）
と

国
家
総
動
員
法
（
１
９
３
８
年
）
に
基

づ
き
戦
争
遂
行
の
た
め
に
強
制
動
員

さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
安
倍
政
権
は

〝
す
で
に
５
億
ド
ル
払
っ
て
解
決
済

み
だ
〟
と
言
っ
て
い
る
が
、
徴
用
工

被
害
へ
の
慰
謝
料
は
こ
れ
ら
の
枠
外
」

と
報
告
し
ま
し
た
。 

参
加
者
は
午
後
、
大
会
の
最
後
に

那
覇
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
今
大
会
中
に
若
い
役
員
か

ら
の
心
に
響
く
訴
え
も
あ
り
５
人
会

員
が
増
え
ま
し
た
。 

 
 

  

１１
月
３
日
午
後
、
扇
町
公
園
で
「
総

が
か
り
集
会
」
が
１
・
２
万
人
の
参
加

で
開
か
れ
、
参
加
者
は
皆
で
「
Ｎ
Ｏ
！

安
倍
政
治
」「
９
条
改
憲
ス
ト
ッ
プ
」

「
東
ア
ジ
ア
に
平
和
を
」
の
ポ
テ
ッ

カ
ー
を
掲
げ
な
が
ら
コ
ー
ル
を
し
ま

し
た
。 

 

集
会
で
は
、
高
山
佳
奈
子
京
都
大

学
大
学
院
教
授
が
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
チ

し
、
「
先
の
参
院
選
挙
で
は
、
自
民
党

が
マ
ス
コ
ミ
を
操
作
し
、
投
票
率
が

下
が
る
こ
と
に
つ
な
が
る
、『
自
民
党
』

優
位
の
情
報
を
垂
れ
流
す
こ
と
で
自

民
党
な
ど
「
改
憲
勢
力
」
の
３
分
の
２

議
席
の
確
保
を
狙
っ
た
が
、
市
民
と

野
党
の
共
闘
で
そ
れ
を
阻
止
し
た
」

と
述
べ
ま
し
た
。 

ま
た
韓
国
の
市
民
団
体
の
代
表
も

ス
ピ
ー
チ
し
、「
市
民
レ
ベ
ル
の
日
韓

連
帯
」
の
重
要
性
に
つ
い
て
訴
え
ま

し
た
。
維
新
府
政
が
補
助
金
を
拒
ん

で
い
る
朝
鮮
高
級
学
校
の
女
子
生
徒

た
ち
が
民
族
衣
装
を
着
て
舞
う
と
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
湧
き
お
こ
り

ま
し
た
。 

 

集
会
は
、
盛
り
沢
山
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
し
た
が
、
岩
本
悟
大
阪
平
和
委

員
会
青
年
協
議
会
副
議
長
は
も
う
ひ

と
り
の
女
性
司
会
者
と
一
緒
に
見
事

な
進
行
役
を
果
た
し
ま
し
た
。 

 
                                   

 

 

日
本
平
和
大
会
ｉｎ
沖
縄 

2216 号 

 

【12月の行事案内】 

1日（日）「日米合同演習反対あいばの集会」13：30～ 近江今津・住吉公園 

5日（木）韓国・江原春川フォーラム(～12／8) 千坂、上羽両事務局長参加 

6日（金）大阪革新懇・斉藤貴男さん講演会 18：40 ドーンセンター7階 

大阪原水協 6・9行動 12：00 近鉄上本町駅前 

14日(土）日韓のかかわりを考える歴史散歩 13：00 ＪＲ天王寺駅中央改札口 

防衛大学人権侵害裁判報告会   14：00 アステップ KOBE 

15日(日）         同 上            同上  奈良県教育会館   

21日(土) 東住吉平和委員会結成総会 13：00 今川地域振興センター  

24日(火）正月餅入荷 １ｋｇ1500円、10袋以上 1300円 

青
年
大
活
躍 

１１
・３
集
会 

２０１９年１１月２５日（月曜日） 

 

大会に初参加のＨさんの読んだ歌 

「アブチラガマ青年二人に支えられ 

下り、上りてついに光が！」 

岩本さんの活躍もあり、集

会会場で会員が 5 人ふえま

した。 

 



  

大
阪
平
和
委
員
会
は
、
１１
月
１５
日

正
午
よ
り
近
鉄
上
本
町
駅
前
で
月
例

「
沖
縄
連
帯
行
動
」
を
大
阪
う
た
ご

え
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー
６
人
も
含
め 

１３
名
の
参
加
で
実
施
し
ま
し
た
。
東 

大
阪
の
仲
間
も
二
人
参
加
し
て
く 

れ
ま
し
た
。 

こ
の
行
動
で
は
「
安
倍
政
権
〝
桜

見
る
会
〟
で
公
金
私
物
化―

沖
縄
で

は
民
意
無
視
の
基
地
建
設
、
総
辞
職

を
！
」
と
呼
び
か
け
る
ビ
ラ
が
配
布

さ
れ
、「
日
米
地
位
協
定
の
見
直
し
を

求
め
る
署
名
」
３０
筆
と
「
辺
野
古
新

基
地
の
中
止
を
求
め
る
署
名
」
４５
筆

が
集
ま
り
ま
し
た
。 

う
た
ご
え
の
仲
間
が
沖
縄
の
歌
を

元
気
に
歌
い
、「
辺
野
古
新
基
地
建
設

や
め
て
、
美
し
い
海
を
次
世
代
に
手

渡
そ
う
！
そ
の
費
用
を
首
里
城
再
建

に
！
」
と
書
い
た
横
断
幕
を
掲
げ
た

こ
と
も
あ
り
、
た
く
さ
ん
の
署
名
が

集
ま
る
と
と
も
に
首
里
城
再
建
カ
ン

パ
も
１
万
１１
円
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

署
名
は
し
な
い
け
れ
ど
も
、
首
里
城

再
建
カ
ン
パ
だ
け
し
て
い
く
サ
ラ
ー

リ
ー
マ
ン
が
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。 

            

  

橋
本
敦
名
誉
会
長
と
小
林
徳
子
顧

問
が
１０
月
２５
日
午
前
、
大
阪
平
和
委

員
会
事
務
所
を
訪
問
し
ま
し
た
。 

そ
の
目
的
は
、
来
年
２
月
１
日
東

京
で
開
か
れ
る
日
本
平
和
委
員
会
７０

周
年
記
念
行
事
で
披
露
さ
れ
る
日
本

平
和
委
員
会
の
活
動
と
歴
史
を
振
り

返
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
撮
り
。 

橋
本
名
誉
会
長
は
病
気
入
院
の
あ

と
初
め
て
の
外
出
で
し
た
が
元
気
な

姿
で
現
れ
ま
し
た
。
小
林
顧
問
も
相

変
わ
ら
ず
か
く
し
ゃ
く
と
し
て
い
て
、

中
国
建
国
７０
周
年
を
機
に
贈
ら
れ
た

「
７０
周
年
記
念
賞
」
を
持
参
し
ま
し

た
。 最

初
に
橋
本
名
誉
会
長
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

撮
影
。
橋
本
さ
ん
は
「
２４
年
間
参
院

議
員
を
務
め
、
田
中
角
栄
の
金
脈
問

題
で
田
中
内
閣
を
総
辞
職
さ
せ
た
。

小
林
さ
ん
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
す
る
ま

で
１１
年
間
大
阪
平
和
委
員
会
会
長
を

務
め
た…

」
と
語
り
ま
し
た
。
次
は
小

林
顧
問
の
番
。
小
林
さ
ん
は
「
組
織
は

大
き
く
し
な
け
れ
ば
だ
め
」
の
持
論

を
展
開
し
「
２
０
１
６
年
６０
周
年
総

会
は
会
員
１
５
０
０
人
の
壁
を
突
破

し
て
迎
え
た
」
と
語
り
ま
し
た
。 

 
 

  

        

  

東
住
吉
で
会
結
成
の
目
処
が
つ
き

ま
し
た
。
大
阪
で
は
都
島
平
和
委
員

会
（
２
０
１
７
年
結
成
）
か
ら
２
年
ぶ

り
の
基
礎
組
織
の
誕
生
で
す
。「
都
構

想
」
住
民
投
票
を
来
年
に
控
え
絶
好

の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
す
。 

次
の
日
程
で
の
会
の
結
成
に
な
り

ま
す
の
で
、
他
の
地
域
の
皆
さ
ん
も

多
数
応
援
に
駆
け
付
け
ま
し
ょ
う
。 

◇
今
月
３０
日
（
土
）
午
前
１０
時
よ

り
今
川
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
で
総
会

プ
レ
企
画
と
し
て
「
ザ
・
思
い
や
り

Ⅱ―

希
望
と
行
動
編
」
を
上
映
。 

◇
次
い
で
１２
月
２１
日
（
土
）
に
午

後
１
時
３０
分
よ
り
同
所
で
結
成
総
会
。 

 

名
護
在
住 

 

福
山
功
勝 

病
院
の
定
期
検
診
と
堺
で
の
「
沖

縄
報
告
」
の
た
め
、
３
カ
月
ぶ
り
に
帰

阪
し
、
再
び
沖
縄
に
向
か
っ
た
１１
月 

５
日
午
後
２
時
過
ぎ
、
関
西
空
港
か

ら
の
空
は
晴
れ
渡
っ
て
い
た
。 

南
か
ら
北
へ
と
飛
び
立
っ
た
飛
行

機
は
、
大
阪
湾
を
左
へ
旋
回
す
る
よ

う
に
し
て
高
度
を
上
げ
て
い
っ
た
。 

５
分
も
立
た
な
い
う
ち
に
右
下
眼

下
に
明
石
海
峡
大
橋
が
目
に
入
る
。

座
席
が
後
部
の
窓
側
、
ち
ょ
う
ど
主

翼
の
翼
が
邪
魔
に
な
ら
な
い
位
置
だ

っ
た
の
で
、
眼
下
が
一
望
で
き
た
。
何

度
も
飛
行
機
に
乗
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
ほ
ど
雲
一
つ
な
い
天
気
に
恵
ま
れ

た
の
は
初
め
て
の
よ
う
に
思
う
。 

淡
路
島
を
ほ
ぼ
縦
断
す
る
よ
う
に

飛
び
、
間
も
な
く
徳
島
上
空
へ
。
遠
方

に
高
松
市
街
、
本
土
岡
山
か
ら
の
瀬

戸
大
橋
も
き
れ
い
に
見
え
る
。
本
当

に
雲
一
つ
な
い
。
だ
か
ら
岡
山
か
ら

広
島
方
面
も
霞
ん
で
は
い
る
が
良
く

わ
か
る
。
瀬
戸
内
海
の
島
の
多
さ
も

箱
庭
の
よ
う
に
把
握
で
き
る
。「
四
国

三
郎
」
の
異
名
を
持
つ
吉
野
川
の
蛇

行
を
眼
下
に
、
高
知
上
空
を
経
て
足

摺
岬
を
通
過
。
遠
方
に
は
九
州
の
陸

地
と
山
々
。
宮
崎
の
長
い
日
南
海
岸

も
美
し
い
白
線
を
描
く
。
流
石
に
桜

島
だ
け
は
頂
上
に
雲
が
か
か
り
見
え

な
か
っ
た
が
、
大
隅
半
島
、
薩
摩
半
島

に
お
さ
ら
ば
す
れ
ば
あ
と
は
海
上
。

今
度
は
海
が
見
え
な
い
替
わ
り
に
雲

海
が
一
面
に
切
れ
目
な
く
広
が
る
。

そ
こ
に
南
西
か
ら
の
陽
光
が
反
射
し

て
、
こ
れ
ま
た
絶
景
。
し
ば
ら
く
う
と

う
と
し
た
が
、
気
が
付
け
ば
眼
下
に

辺
野
古
。
高
度
を
下
げ
た
機
体
は
「
平

和
の
礎
」
を
旋
回
し
な
が
ら
那
覇
空

港
に
到
着
。
２
時
間
近
く
の
一
大
パ

ノ
ラ
マ
を
堪
能
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

「
さ
せ
て
も
ら
っ
た
」
と
い
う
そ
ん

な
感
謝
の
気
持
ち
が
沸
々
と
湧
い
て

く
る
。 

７４
年
前
、
テ
ニ
ア
ン
島
か
ら
原
爆

を
積
ん
で
飛
び
立
っ
た
Ｂ
２９
爆
撃
機

「
エ
ノ
ラ
・
ゲ
イ
」
は
、
こ
ん
な
に
晴

天
で
は
な
く
逆
方
向
だ
っ
た
が
、
こ

の
上
空
を
飛
ん
で
罪
の
な
い
人
々
を

殺
し
た
。
そ
ん
な
人
々
の
分
ま
で
眼

に
焼
き
つ
け
て
、
こ
の
「
美
し
い
日
本

列
島
」
を
知
ら
せ
た
い
衝
動
に
駆
ら

れ
る
。 

１１
月
８
日
、
９
日
の
両
日
、
「
２

０
１
９
年
日
本
平
和
大
会
㏌
沖
縄
」

が
豊
見
城
市
と
那
覇
市
で
開
か
れ
た
。

全
国
か
ら
１
１
０
０
人
を
超
え
る

人
々
が
集
ま
り
、「
安
倍
改
憲
政
治
に

サ
ヨ
ナ
ラ
を
！
」
を
合
言
葉
に
、
辺
野

古
ゲ
ー
ト
前
の
座
り
込
み
や
、「
日
韓

市
民
の
連
帯
で
非
核
平
和
の
北
東
ア

ジ
ア
を
」
の
国
際
交
流
シ
ン
ポ
や
「
戦

争
す
る
国
づ
く
り
」
反
対
な
ど
の
多

彩
な
分
科
会
が
開
か
れ
た
。
翌
日
の

午
後
、
那
覇
の
城
岳
公
園
で
、
「
平
和

委
員
会
」
の
幟
が
林
立
す
る
中
で
、
閉

会
集
会
が
行
わ
れ
、
そ
の
あ
と
国
際

通
り
を
県
庁
ま
で
延
々
と
デ
モ
行
進

を
し
た
。
こ
の
日
も
汗
ば
む
ほ
ど
の

晴
天
で
、
久
し
ぶ
り
の
長
蛇
の
列
と

大
き
く
響
く
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
に
、

沿
道
の
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
は
、
お
ば

あ
さ
ん
や
孫
が
手
を
振
る
な
ど
、
デ

モ
隊
と
沿
道
の
人
々
と
の
笑
顔
の
交

流
が
続
く
。
平
和
の
大
切
さ
を
深
く

感
じ
る
２
日
間
と
な
っ
た
。 

【
福
山
さ
ん
の
「
名
護
通
信
」
は
都
合

で
今
回
で
終
了
し
ま
す
。
ご
愛
読
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
】 
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待
望
の
会
結
成
へ 

東
住
吉
で 

月
会
結
成 

空
は
青
く
平
和
は
続
く
続
け
よ
う 

 

月
会
結
成 

 

 今月の言葉  「官邸のアイヒマン」 

 北村滋氏（前内閣情報官、現国家安全保障会議局長）

は政権に絡む微妙な機密を差配し「官邸のアイヒマン」

とも呼ばれる。首相と昵懇なＴＢＳ記者（当時）が「レ

イプ疑惑」で逮捕を免れるため助けを求めたのが北村氏

であることを週刊新潮は伝えた。加計学園疑惑で「官邸

の圧力」を問題視した前川喜平元次官の「出会い系バー

への出入り」を読売新聞にリークした件にも関与したと

されるなど、首相周辺の微妙な動きに名前が挙がる。 

(「世界」10 月号メディア批評より) 

 

 
 

月
例
沖
縄
連
帯
行
動 

橋
本
・
小
林
両
氏
来
所 

 

 

12 月行動は 16 日（月）同時刻・

同場所で実施します。ご参加を！ 

 

 

来年 2月 1日が待ち遠しい 


